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１．住民像 

（１）人 口 

■人口は減少に転向 

・人口は、平成 22 年の国勢調査までは増加傾向で推移してきたものの、平成 27 年調査で初め

て減少に転じる。 

・平成 22 年までの人口増加要因としては、自然増減数がプラスで推移してきたことがあげられ

るが、平成 23 年からは自然増減数がマイナスになっている。社会増減数は、増減を繰り返し

ている。 

 

■高齢化率が年少人口比率を上回る 

・年少人口比率（14 歳以下の人口割合）は低下傾向にあり、平成 22 年には 13.5%。 

・高齢化率（65 歳以上の人口割合）は、15 歳未満人口の減少、65 歳以上人口の増加などによ

り高まっており、平成 22 年には 21.1%。年少人口比率を 7.6 ポイント上回る。 

 

人口の自然増減と社会増減 

 

総人口 

 

年齢３階級別人口 

 

年少人口比率・高齢化率の比較（平成 22 年） 
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（２）人口の流入・流出 

■昼間人口は鈍化、昼間人口比率は横ばい 

・昼間人口は、人口に比例して増加傾向が続くものの、やや鈍化。 

・昼間人口比率（常住人口に占める昼間人口の割合）は、平成 22 年で 100.1%と、横ばい傾向

にある。 

 

■通勤者はわずかに流入超過、通学者は札幌市を中心に流出 

・通勤者は、千歳市、札幌市、白老町との間での移動が多い。全体では、わずかに流入超過とな

っているが、白老町、安平町、厚真町、むかわ町との間では、流出超過となっている。 

・通学者は流出超過となっており、特に札幌市への通学者が多い。白老町との間では、流入・流

出ともにやや多くなっている。 

 

 

昼間人口比率の比較 昼間人口と昼間人口比率 

 

通勤者の流入・流出状況 通学者の流入・流出状況 
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（３）世 帯 

■世帯人員は減少傾向 

・世帯数は、1 人世帯及び 2 人世帯の増加により、全体も増加。 

・平成 22 年には 76 千世帯となっている。 

・世帯人員は、核家族世帯や高齢単身世帯の増加などにより減少しており、平成 22 年には 2.3

人まで低下。 

 

 

■核家族世帯、高齢単身世帯は増加 

・世帯人員減少の背景にある核家族世帯数は増加。核家族世帯割合はやや低下傾向にあるが、平

成 22 年で 59.4%となっており、全道の 57.5%とほぼ同水準。 

・高齢単身世帯数は一貫して増加。高齢単身世帯割合は平成 22 年で 9.6%。 

 

 

 

世帯人員の比較（平成 22 年） 

 

世帯数と世帯人員 
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（４）地域別人口 

■人口は東部地域で増加傾向 

・地域別人口は、東部地域で増加が著しく、また中央部東地域では横ばいとなっている。 

・他の地域は全て減少傾向にあり、この 10 年間では、西部東地域と中央部西地域で 8.8%の減

少となっている。 

 

 

 

 

■東部地域を除く全ての地域で高齢化が進行 

・東部地域を除く全ての地域で、年少人口や生産年齢人口の減少などで高齢化が進行。 

・中央部西地域は、高齢化率が平成 22 年で 27.8%となっており、地域別で最も高い。 

 

地区別人口増減率（平成 18→28 年） 
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（５）地域別世帯 

■世帯数は増加傾向にあるものの、中央部西地域は横ばい 

・地域別世帯数は全体として増加傾向にあるものの、全体として伸びは鈍化。中央部西地域は横

ばい。 

・世帯人員は全地区で減少傾向。中央部西地域、中央部中地域で最も少ない。 

 

 

 

＜地域分類対応＞ 

・基礎データで示した 6 地域と国勢調査における小地区との対応は以下のとおりである。 

 

地域の分類一覧表 

大分類 小分類 

西部西地域 
澄川町、ときわ町、美原町、のぞみ町、明徳町、宮前町、青雲町、もえぎ町、
錦岡、樽前 

西部東地域 

はまなす町、川沿町、柏木町、小糸井町、しらかば町、日新町、永福町、 

日吉町、桜木町、光洋町、豊川町、松風町、有珠の沢町、有明町、桜坂町、 
宮の森町、糸井 

中央部西地域 
見山町、啓北町、山手町、花園町、北光町、青葉町、大成町、新富町、元町、
白金町、弥生町、矢代町 

中央部中地域 

清水町、高丘、泉町、美園町、住吉町、双葉町、緑町、音羽町、三光町、 

日の出町、木場町、春日町、王子町、表町、幸町、本幸町、大町、本町、寿町、

栄町、錦町、旭町、末広町、若草町、新中野町、元中野町、汐見町、港町、 
浜町、高砂町、船見町、入船町 

中央部東地域 新明町、明野新町、明野元町、新開町、柳町、晴海町、一本松町、真砂町 

東部地域 
沼ノ端中央、あけぼの町、勇払、植苗、美沢、東開町、拓勇東町、拓勇西町、
北栄町、柏原、沼ノ端、丸山、静川、弁天、ウトナイ北、ウトナイ南 

地区別世帯人員 

 

地区別世帯数 
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２．行財政 

（１）財 政 

■財政規模は拡大傾向 

・財政規模（各年度決算）は、平成 19 年度まで縮小傾向にあり、財政規模が最も低かった平成

18 年度は、歳入 658 億円、歳出 652 億円となった。その後は増減を繰り返したが、平成 26

年度は大きく伸び、歳入は 770 億円、歳出は 751 億円であった。 

・最も財政規模が低かった平成 18 年度を基準にその前後を見ると、歳入額は平成 15 年度から

の 3 年間で 102 億円減少し、その後の 8 年間で、111 億円増加した。 

 

■人口 1 人当たり歳入・歳出額は 44 万円前後 

・人口 1 人当たり歳入・歳出額は 44 万円前後（平成 26 年度決算）。 

 

 

歳入額の伸び 

 
 

歳入・歳出額 

 

人口 1 人当たり歳入・歳出額の比較 

（平成 26 年度） 
 

歳入・歳出額の比較 

（平成 26 年度） 

資料：総務省「市町村別決算状況調」 
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■地方交付税や国道支出金の増加により歳入が拡大 

・地方交付税は、平成 19 年度に 58 億円まで低下したものの、以降は持ち直し、平成 26 年度

決算では 73 億円となっている。 

・地方税（市税）は、近年 270 億円台で推移し、平成 26 度決算では 278 億円となっている。 

・地方債（市債）は、平成 24 年度が 90 億円とやや多かったものの、その後は 70 億円前後で

推移している。 

・自主財源の歳入全体に占める割合は、平成 26 年度決算 52%。 

 

■人件費が減少しているものの、扶助費の増加により歳出がやや拡大 

・普通建設事業費は、平成 21 年度から 23 年度まで低水準にあったものの 24 年度増加し、平

成 26 年度は 82.3 億円となる。 

・人件費は、やや減少傾向。平成 26 年度決算では 100.8 億円。 

・公債費は、やや減少傾向。 

・扶助費は高齢人口の増加などにより増加傾向。平成 26 年度決算では 210.8 億円。 

歳入構造 

 

歳出構造 

 

市税

26,804 26,364 26,715 26,894 28,665 28,871 27,657 27,573 27,479 26,993 27,001 27,755 
使用料
手数料

繰入金

その他
18,219 16,072 14,181 

9,295 9,281 8,851 
7,304 6,018 4,981 

5,989 4,534 
9,171 

地方
交付税

6,254 6,292 6,119 
6,083 5,768 6,227 

7,079 7,736 7,870 
7,798 7,476 

7,313 

国道
支出金

11,886 11,738 11,729 

11,285 12,024 13,237 16,438 16,278 16,442 
17,401 18,341 

19,065 
地方債

7,260 
5,595 4,926 

4,675 4,841 
6,240 5,886 6,211 5,718 

9,019 
7,032 

6,822 その他
4,228 

4,760 4,839 

5,478 3,805 
3,648 3,489 3,422 3,354 

3,197 
3,277 

3,557 
76,033 

72,946 72,180 
65,817 66,079 

69,670 68,984 68,672 
66,991 

74,299 
70,674 

76,963 

平成15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
年度

単位：百万円

資料：総務省「市町村別決算状況調」

依
存
財
源 

自
主
財
源 

人件費 12,101 11,892 11,737 10,900 11,742 11,878 11,265 11,565 10,848 11,147 9,660 10,080 

扶助費
12,799 13,197 13,379 13,694 14,285 14,723 15,354 18,161 18,859 19,416 19,879 21,078 

公債費

9,186 9,049 8,754 8,607 8,470 8,506 8,271 
8,190 8,337 9,088 7,829 7,434 投資的

経費

7,253 5,951 7,003 5,918 5,141 7,959 5,973 
5,873 4,885 

7,002 8,140 8,232 物件費 6,276 5,704 5,520 5,855 5,956 
6,058 6,216 

6,497 7,068 
7,371 7,616 8,153 補助費 6,760 6,674 5,966 6,356 6,244 

6,898 9,442 6,482 6,935 
6,963 5,601 5,720 

繰出金

3,874 4,238 4,109 4,542 4,663 
4,461 4,564 4,519 4,727 

6,408 
4,829 5,221 

その他
17,378 16,221 15,194 

9,354 9,045 
8,822 7,582 6,940 4,649 

6,277 
5,640 

9,229 

75,628 72,926 71,663 

65,226 65,549 
69,305 68,668 68,227 

66,308 

73,672 
69,195 

75,147 

平成15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26
年度

単位：百万円

義
務
的
経
費

投資的
経費

そ
の
他

資料：総務省「市町村別決算状況調」
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■基金残高は近年増加傾向 

・基金残高（積立金現在高）は、道路、公共施設整備事業などの財源として発行した地方債の元

利償還などに伴い平成 20 年度まで増減があったものの、その後は増加傾向。平成 26 年度は

59.6 億円。 

 

 

 

 

■人口 1 人当たり地方債残高は 42 万円 

・地方債残高は、横ばい傾向。平成 26 年度は 736 億円。 

・人口 1 人当たり地方債残高は、横ばい。平成 26 年度は 42 万円で、近隣町と比較して低い水

準にある。 

 

 

基金残高（積立金現在高）の比較 

（平成 26 年度） 

 

基金残高（積立金現在高） 

 

人口 1 人当たり地方債残高の比較 

（平成 26 年度） 
 

地方債残高 

 

1.1 1.7 3.8 0.5 0.5 1.4 3.2 
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22.3 26.0 
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資料：総務省「市町村別決算状況調」、「市町村決算カード」
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資料：総務省「市町村別決算状況調」

人口１人当たり地方債残高：万円
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資料：総務省「市町村別決算状況調」、住民基本台帳（H26.12.31）

注：人口１人当たり地方債残高＝地方債残高÷総人口
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人口千人当たり議会議員数の比較 
（平成 27 年 4 月 1 日現在） 

一般行政職員の平均年齢の比較 
（平成 26 年 4 月 1 日現在） 

■職員数は近年横ばい 

・職員数は、平成 22 年度まで減少してきたが、近年は横ばい。平成 26 年度は 1,115 人。 

・人口千人当たり職員数は 6.4 人で、近隣町と比較して少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■人口に対する議会議員数は少ない 

・人口千人当たり議会議員数は、近隣町と比較して少ない。 

 

 

 

人口千人当たり職員数の比較 

（平成 26 年度） 

 

職員数 
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資料：総務省「市町村別決算状況調」、住民基本台帳（各年度末）
注：人口千人当たり職員数＝（職員数÷総人口）×1,000
職員数は、一般職員、教育公務員、消防職員、臨時職員の合計。

人口千人当たり職員数：

6.4

10.6

20.4

15.3 14.7
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資料：総務省「市町村別決算状況調」、住民基本台帳（H27.1.1）
注：人口千人当たり職員数＝（職員数÷総人口）×1,000
職員数は、一般職員、教育公務員、消防職員、臨時職員の合計。
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資料：総務省「平成26年地方公務員給与の実態」（平成26年4月1日現在）
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資料：議員定数・北海道市町村課資料（H27.4.1現在）、住民基本台帳（H28.1.1）
注：人口千人当たり議員数＝（議員数÷総人口）×1,000

人口千人当たり議員数：人
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（２）財政指標の比較 

■財政力指数は低下 

・財政力指数は、平成 19・20 年度をピークに低下したが、平成 26 年度はやや増加し 0.75 と

なっている。 

 

※財政力指数 

・財政力指数は、地方公共団体の財政力を示す指数で、基準財政収入額を基準財政需要額で除して得られた数値の過去 3

年間の平均値。 

・財政力指数は、財政力の強弱を示す指標として用いられるが、この指数のみをもって個々の団体の貧富を判断すること

は適当ではないと考えられている。 

 

■財政構造上警戒エリアにある経常収支比率 

・経常収支比率は、平成 16 年度をピークに減少し 20 年度には 90%を切る水準となったが、依

然として警戒エリアにある。 

・平成 26 年度は 86.9%。 

 

※経常収支比率 

・経常収支比率は、地方税、普通交付税のように使途が特定されておらず、毎年度経常的に収入される財源のうち人件費、

扶助費、公債費のように毎年度経常的に支出される経費に充当されたものが占める割合。 

・一般的に、健全エリアは 75%未満、準警戒エリアは 75%～80%未満、警戒エリアは 80%～90%未満、危険エリアは

90%以上とされている。 

（資料：北海道ホームページ「北海道市町村の財政状況について」） 

財政力指数の比較（平成 26 年度） 

 

財政力指数 

 

経常収支比率の比較（平成 26 年度） 

 

経常収支比率 
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資料：総務省「市町村別決算状況調」
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資料：総務省「市町村別決算状況調」
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■実質公債費比率は低位に推移 

・ 実質公債費比率は、平成 18 年度以降低位に推移し、26 年度で 7.4%。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実質公債費比率の比較（平成 26 年度） 

 

実質公債費比率 

 

・「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の施行に伴い、20 年度決算から従来の公債費比率や起債制限

比率に代わり、実質公債費比率で起債制限等を行うことになった。 

・実質公債費比率は、地方税、普通交付税のように使途が特定されておらず、毎年度経常的に収入される財源

のうち、公債費や公営企業債に対する繰出金などの公債費に準ずるものを含めた実質的な公債費相当額（普

通交付税が措置されるものを除く）に充当されたものの占める割合の過去 3 年度の平均値。地方債協議制度

の下で、18%以上の団体は、地方債の発行に際し許可が必要となる。さらに、25%以上の団体は地域活性

化事業等の単独事業に係る地方債が制限され、35%以上の団体は、これらに加えて一部の一般公共事業債等

についても制限されることとなる。 

・また、平成 20 年度決算からは、25％以上の団体については財政健全化計画、35％以上の団体においては財

政再生計画をそれぞれ策定し、財政の健全化または財政の再生に係る取り組みを進めていかなければならな

い。 

15.9
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資料：総務省「市町村別決算状況調」
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３．医療・福祉・子育て 

（１）医 療 

■人口に対して医療施設はやや少ない 

・ 医療施設に関しては、平成 26 年で、病院数は 13、診療所は 95 施設。 

・ 人口 1 万人当たり病院数は 0.75、診療所数は 5.46 と全道より少ない。 

 

 

■人口に対して病床数は少ない 

・病床数はやや減少傾向。平成 26 年は 2,915 床。 

・人口千人当たり病床数は減少傾向。平成 26 年で 16.7 床と全道より少ない。 

 

 

北海道医療計画で第二次保健医療福祉圏の区域に基準病床数が設定され、東胆振圏域での病床数が定められている． 

 

人口 1 万人当たり病院・診療所数の比較 

（平成 26 年） 
 

病院・診療所数 

 

人口千人当たり病床数の比較 

（平成 26 年） 

 

病床数 
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資料：厚生労働省「医療施設調査」（各年10月1日現在）
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資料：厚生労働省「医療施設調査」（平成26年10月1日現在）
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■人口に対して医師数は少ない 

・医師数は微増。平成 26年は 327 人。 

・人口千人当たり医師数は 1.88 人（平成 26 年）と、近隣町に比較し高いものの、全道平均より

はやや低い水準。 

 

 

 

（２）福 祉 

■高齢化が進行 

・高齢人口（65 歳以上人口）は増加傾向にあり、平成 22 年で 36,515 人。 

・高齢化率も増加傾向にあるが、全道、全国平均よりは低い。平成 22 年で 21.1%。 

 

 

 

 

人口千人当たり医師数の比較 

（平成 26 年） 

 

医師数・人口千人当たり医師数 

 

高齢化率の比較（平成 22 年） 
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■要介護認定者数は増加傾向 

・高齢人口の増加に伴い、要介護認定者数も一貫して増加傾向。平成 25 年度で 7,218 人。 

・人口千人当たり要介護認定者数は、全道、全国と比較してやや低い水準。 

 

※要介護認定者 

・介護保険制度は、介護を社会全体で支え、利用者の希望を尊重した総合的なサービスが安心して受けられる制度として、平

成 12 年 4月 1 日にスタート．制度の運営主体は市町村． 

・介護保険加入者は、65 歳以上の者（第 1 号被保険者）と 40 歳以上 65 歳未満の者（第 2 号被保険者）．介護が必要となっ

たら要介護認定の申請を行い、申請から原則 30 日以内に市町村が認定を行う．認定され要介護認定者になった場合、その

程度に応じて介護（予防）サービスなどが受けられる．（資料：北海道ホームページ「介護保険制度の仕組み」） 

 

■介護保険料は増加 

・介護保険料は増加傾向にあり、第 6 期（平成 27～29 年度）は、月額 5,367 円。 

・全道平均と比較してやや高い水準。 

 

 

人口千人当たり要介護認定者数の比較 

（平成 25 年度末現在） 
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介護保険料の比較（第 6 期・月額） 
 

 

介護保険料の推移（月額） 
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■生活保護受給者数は増加傾向 

・生活保護受給者数は増加傾向にあり、平成 26 年度は 5,913 人（被保護実人員）。 

・人口千人当たり生活保護受給者数は増加傾向にあり、平成 26 年度末で 34.0 人。 

・近隣町と比較してやや高い水準。 

 

 

■高齢人口に対する老人福祉施設の定員数は、周辺市より多いものの全道平均よりは少ない 

・高齢人口千人当たり老人福祉施設定員数は 22.4 人。全道平均とほぼ同水準だが、近隣町より

は少ない。 

 

 

 

 

  

人口千人当たり生活保護受給者数の比較 

（平成 25 年度） 
 

 

生活保護受給者数 

 

人口千人当たり老人福祉施設定員数の比較 

（平成 26 年 10 月 1 日現在） 
 

 

老人福祉施設定員数 

 

730 730 730 730 730 730 
930 959 959 959 

23.4 22.5 21.8 21.0 20.4 20.0

24.6 24.2 23.5 22.4

平成
17

18 19 20 21 22 23 24 25 26

0
200
400
600
800

1,000
1,200
1,400
1,600
1,800
2,000

高齢人口千人当たり
老人福祉施設定員数：人

老人福祉施設定員数：人

年

資料：厚生労働省「社会福祉施設等調査」、「介護サービス施設・事業所調査」
住民基本台帳

注）定員数は平成26年10月1日現在。 65歳以上人口は、27年1月1日現在。
老人福祉施設の定員数は、養護老人ホーム、軽費老人ホーム （Ａ型、
Ｂ型、ケアハウス）、介護老人福祉施設の各定員数の合計。
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資料：厚生労働省「社会福祉施設等調査」、「介護サービス施設・事業所調査」
住民基本台帳

注）定員数は平成26年10月1日現在。 65歳以上人口は、27年1月1日現在。
老人福祉施設の定員数は、養護老人ホーム、軽費老人ホーム （Ａ型、
Ｂ型、ケアハウス）、介護老人福祉施設の各定員数の合計。
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資料：北海道保健福祉部「生活保護実施概要」
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（３）子育て 

■女性の就業率は全道より若干低い 

・女性の就業率を年齢階層別にみると、15～24 歳の年齢層を除くすべての年齢層で就業率が上昇

している。 

・女性の就業率は 41.4%（平成 22 年）で、全道平均より若干低い。 

 

■出生数・出生率ともに減少傾向 

・出生数は減少傾向にあり、平成 26 年は 1,463 人。 

・出生率（人口千人当たりの出生数）は 8.5 人（平成 26 年）でやや減少。 

 

 

女性の就業率の比較（平成 22 年） 

 

女性の就業率 

 

出生率の比較（平成 26 年） 
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資料：総務省「国勢調査」

注）女性の就業率＝（女性就業者数÷15歳以上女性人口）×100
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資料：総務省「国勢調査」

注）女性の就業率＝（女性就業者数÷15歳以上女性人口）×100

。
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注）出生率＝（出生数÷日本人人口）×1000
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■乳幼児健診受診数は近年やや減少傾向 

・乳幼児健診受診者数は、近年やや減少傾向。 

・平成 26 年度の総数は、5,379 人。うち 4･10 ヵ月児健診が 2,434 人、1 歳 6 ヵ月児健診が

1,458 人、3 歳児健診が 1,487 人。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地域子育て支援拠点利用世帯数はやや増加、児童の一次預かり件数はやや減少 

・地域子育て支援拠点は、市内 4 ヵ所に設置（保育園子育てルーム 3 ヵ所及び子育て支援センタ

ー）。 

・地域子育て支援拠点の延利用世帯数はやや増加し、平成 25 年度は延べ 18,789 世帯。 

・市内 4 ヵ所（22 年度までは 3 ヵ所）の保育園で実施している児童の一次預かりの利用状況は

やや減少し、平成 25 年度は延べ 3､249 件。 

 

 

 

乳幼児健診受診数 

 

児童の一次預かり利用状況 

 
 

地域子育て支援拠点の利用状況 
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資料：苫小牧市子ども・子育て支援事業計画

注）保育園子育てルーム（3か所）、子育て支援センターでの利用

2,860 2,991 

3,710 3,721 

3,249 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

平成21 22 23 24 25
年度

延利用件数

資料：苫小牧市子ども・子育て支援事業計画

注）市内4か所（22年度までは3か所）の保育所での利用
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■児童館利用者数は減少傾向 

・児童館は、小学生を中心に利用されている。 

・利用者数は減少傾向。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童館利用者数（1） 

 

児童館利用者数（2） 

 

1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 3 3 4 2 3 3 3 3 4 3 2 2 2 2 2 2 3 

8 10 8 10 9 9 9 
14 14 14 14 15 14 14 

15 11 13 
13 13 11 10 12 

6 

21 
17 17 15 15 15 14 10 1 

1 
2 

1 2 1 0 

0 1 1 1 
1 1 1 

2 
2 

1 
1 0 

1 1 
1 

1 

2 

1 1 
0 1 0 1 

0 2 
3 3 4 4 4 3 

4 4 4 4 
5 

6 7 

7 
7 

7 
6 5 6 5 6 

5 

6 

6 5 
7 7 8 8 

7 
12 

15 14 
16 16 

14 13 

20 20 19 19 
23 22 23 

27 

23 
26 

23 21 21 20 
21 

16 

32 

26 26 
24 25 26 25 

21 

0

5

10

15

20

25

30

35

19 20 21 22 23 24 25 26 19 20 21 22 23 24 25 26 19 20 21 22 23 24 25 26 19 20 21 22 23 24 25 26

西弥生児童館 大成児童センター 住吉児童センター 日新児童センター

千人

幼児 小学生 中学生 一般

資料：苫小牧市統計書
注） 25年度末、西弥生児童館閉館。26年度より大成児童センターと統合。
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（４）保育所・幼稚園 

■保育園の在籍者数は増加、幼稚園の在園児数は増減を繰り返す 

・保育所在籍者数は、近年横ばい傾向にあったものの、平成 26 年は施設数の増加に合わせて、在

籍者数も増加している。 

・幼稚園児数は近年増減を繰り返している。幼稚園数は、平成 25 年度から減少し、27 年度は 18

園。 

 

 

（５）学 校 

■小学校の児童数は減少傾向 

・小学校の児童数は、一貫して減少傾向。平成 27年度は 9,179 人。 

・1 小学校当たりの児童数は 382 人。 

 

幼稚園の在園児数 

 

保育所の在籍者数 

 

小学校の学校数・児童数 

 

1 小学校当たり児童数の比較 

（平成 27 年度） 
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資料：厚生労働省「社会福祉施設等調査」

注）各年10月1日現在
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■中学校の生徒数は、近年やや増加 

・中学校の生徒数は、平成 25 年度まで減少してきたものの、以降やや増加。平成 27 年度は

4,706 人。 

・1 中学校当たりの生徒数は 314 人。 

 

 

 

■高等学校の生徒数は減少傾向 

・市内の高等学校数は 7 校で、ここ 10 年変化はないが、生徒数は減少傾向にある。平成 27 年度

は 3,999 人。 

・1 高等学校当たりの生徒数は 571 人。 

 

1 中学校当たり生徒数の比較 

（平成 27 年度） 

 

中学校の学校数・生徒数 

 

1 高等学校当たり生徒数の比較 

（平成 27 年度） 
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注）各年度5月1日現在
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（６）安心・安全なまちづくり 

■人口千人当たり交通事故発生数は全道よりやや高い 

・交通事故発生数は、減少を続け、近年、500 件台で推移。 

・人口千人当たり交通事故発生数は 2.9 件（平成 27 年)で、一貫して全道平均よりは高い水準。 

 

 

■人口千人当たり火災発生数は全道に比べて低水準 

・火災発生数は、増減を繰り返している。平成 27年は 45 件。 

・人口千人当たり火災発生数は 0.26 件（平成 27 年）と全道に比べて低水準。 

 

人口千人当たり交通事故発生数の比較 

 

交通事故発生数 

人口千人当たり火災発生数の比較 
（平成 27 年） 

 

火災発生数 
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資料：苫小牧市統計書
注） 発生件数は各年12月末
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注） 発生件数は各年12月末、人口は各年12月末住民基本台帳
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資料：苫小牧市：苫小牧市消防統計、白老町：白老町消防年報、
厚真町：胆振東部消防組合資料・厚真支署分
安平町：胆振東部消防組合資料・安平支署、追分出張所分
むかわ町：胆振東部消防組合・鵡川支署、穂別支署分
全道：消防庁資料（概数値）
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■人口千人当たり犯罪発生数は全道より若干高い 

・犯罪発生数は、近年、減少傾向。平成 27 年で 1,216 件。 

・人口千人当たり犯罪発生件数は 7.0 件（平成 27 年）で、全道に比べてやや高い。 

 

■参考：近年の災害 

発生年月 種類 被害の概況 

平成 21 年 2 月 暴風雪 
低気圧の通過に伴い最大瞬間風速 20.4m、最大風速 11.6m、積雪深 27cm に

達した。風雪による吹き溜まりで交通障害発生。 

平成 21年 10月 台風 
台風 18 号の通過に伴い、最大瞬間風速 20.9m、最大風速 12.1m を記録した。

街路樹 5 本、街路灯 1 本、校地内木柵倒壊の被害。 

平成 21年 12月 暴風 
低気圧の通過に伴い最大瞬間風速 30.5m、最大風速 20.4m を記録。暴風によ

る建物等の被害が 20 数件。市内 3,338 戸で停電。 

平成 22 年 2 月 津波 
チリ沖地震発生に伴い、津波警報が発令され災害対策本部設置。一部地域に避難

勧告を発令したが、津波による被害はなし。 

平成 22 年 8 月 大雨 
台風 4 号の通過に伴い 11 日 23 時から 24 時までの 1 時間雨量 38.5mm を観

測。道路冠水の被害。 

平成 22年 12月 暴風 
低気圧の通過に伴い最大瞬間風速 25.8m、最大風速 17.2m を記録。 

街路樹 3 本、横断歩道灯支柱倒壊の被害。 

平成 23 年 3 月 

地震 14 時 46 分、震度 4。（三陸沖Ｍ9.0）軽症者 1。 

津波 
大津波警報が発令され西港で津波高さ 2.1m を観測。災害対策本部設置。一部地

域に避難勧告を発令。港湾被害 14,054 千円、漁具被害 1,632 千円。 

平成 24 年 9 月 大雨 
低気圧の通過に伴い 3 時から 4 時までの 1 時間雨量 25mm を観測。 

市内各地で道路冠水、浸水被害。 

平成 24年 12月 

4 日 
暴風 

低気圧の通過に伴い最大瞬間風速 26.1m、最大風速 17.8m を記録。 

人的被害が 1 件。道路冠水等の被害。 

平成 24年 12月 

6～7 日 
暴風 

低気圧の通過に伴い最大瞬間風速 31.3m、最大風速 19.9m を記録。 

市内数ヶ所で停電が発生、人的被害 3 件。 

平成 25 年 8 月 大雨 
市内平野部で 1 時間あたり 81 ㎜の降雨を記録。床上浸水 4 件、床下浸水 5 件、

道路陥没 1 件、歩道陥没 2 件、法面崩壊 3 件、舗装破損 1 件、橋台洗掘 1 件。 

平成 26 年 9 月 大雨 

山間部及び平野部で 1 時間当たり約 110 ㎜の降雨を観測。大雨特別警報発表。

土砂災害 15 件、床上浸水 1 件、床下浸水 16 件、道路・公園などの冠水 39 件。

被害額 213,229 千円。 

平成 26年 11月 
大雨 

・暴風 

低気圧の通過に伴い最大瞬間風速 20.6m、最大風速 13.2m を記録。住宅及び

工場・倉庫等の建物被害 8 件、電柱の破損、倒木 22 本。 

人口千人当たり犯罪発生数の比較 
（平成 27 年） 

 

犯罪発生数 
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資料：北海道警察「市町村別犯罪発生概況」

人口千人当たり犯罪発生

犯罪発生数：件
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資料：北海道警察「市町村別犯罪発生概況」
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４．居住環境 

（１）住環境 

■地目別面積割合 

・総面積の約 7 割が都市計画区域に指定されており、そのうち市街化区域は 15,445ha である。 

・市街化区域の内訳では、工業専用地域、工業地域、準工業地域の合計が、市街化区域全体の

77.6%を占める。 

 

■公園緑地面積は横ばい 

・公園緑地供用面積は近年ほぼ横ばい。平成 27 年 3 月 31 日現在 1,051ha（公園数は 324）。 

・人口１人当たり公園緑地面積は全道平均よりも多く、平成 24 年度末で 60.4m2。 

 

市街化区域の内訳 

 

土地利用面積 

 

人口 1 人当たり公園緑地面積の比較 

（平成 24 年度末） 

 

公園緑地面積 

 

都市計画

区域, 
38,800 ha

市街化

区域, 
15,445 ha

市街化

調整区域, 
23,355 ha

都市計画

区域外, 
17,357 ha

市域面積

都市計画

区域内訳

計 56,157 ha

資料：苫小牧市統計書

注）平成27年3月31日

第一種低層住宅専用地域, 2.8%

第二種低層住宅専用地域, 0.4%

第一種中高層住宅専用地域, 6.3%

第二種中高層住宅専用地域, 2.9%

第一種住居地域, 6.6%

第二種住居地域, 1.0%

準住居地域, 0.6%

近隣商業地域, 0.8%

商業地域, 1.0%

準工業地域, 
12.3%

工業地域, 6.9%

工業専用地域,
58.4%

資料：苫小牧市統計書

注）平成27年3月31日現在
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資料：北海道都市環境課「平成24年度末・北海道の都市公園現況」

m2

327 327 327 327 327 327 327 327 

154 155 158 167 166 166 166 166 

557 557 557 558 558 557 557 557 

1,038 1,039 1,042 1,051 1,051 1,051 1,050 1,051 

59.8 59.9 60.0 60.5 60.5 60.4 60.5 60.6

0
200
400
600
800

1,000
1,200
1,400
1,600
1,800
2,000

20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年

都市基幹公園 住区基幹公園 その他公園・緑地

資料：苫小牧市統計書

注）各年3月31日現在

公園緑地供用面積：ha

人口１人当たり面積：m2
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■道路舗装率は上昇傾向 

・市道の延長距離は横ばいで推移。平成 27 年 4 月 1 日現在で 1,036.4km。 

・道路舗装率は上昇し、平成 27 年 4 月 1 日現在で 82.9%。 

 

 

 

■持ち家比率は全道平均よりやや低い 

・持ち家世帯数は、増加傾向にあるものの、その伸びは鈍化。 

・持ち家比率は、平成 25 年 55.5%で、全道平均よりやや低い。 

・持ち家世帯の 1 世帯当たり延べ面積は、121.4m2（平成 25 年）。 

 

 

 

 

 

市道舗装率の比較（平成 27 年 4 月 1 日） 

 

市道の延長状況 

 

 

 

 

 

 

持ち家の比較（平成 25 年 10 月 1 日） 

 

 

 

 

 

 

 

持ち家世帯と持ち家比率 
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資料：苫小牧市統計書
注）各年4月1日現在
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資料：北海道「道路現況調書」
注） 全道は、全道の市町村道の舗装率の平均
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資料：総務省「住宅・土地統計調査」

注） 各年10月1日現在
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資料：総務省「平成25年住宅・土地統計調査」

注）持ち家比率＝（持ち家世帯÷住宅に住む一般世帯）×100
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■住宅建設戸数は増減を繰り返す 

・住宅建設戸数は、平成 20 年には 1,864 戸あったものの、その後は 1,200 戸前後で推移した

が、平成 27 年は 1,500 戸とやや増加している。 

・種類別では貸家の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■公営住宅管理戸数は横ばい 

・公営住宅管理戸数は、平成 19 年度には 8,529 戸あったものの、その後はやや減少し、8,100

戸台で推移している。平成 26 年度末現在、市営住宅 7,321 戸、道営住宅 810 戸。 

・団地別では大成町が 1,764 戸（平成 26 年度末現在）で最も多い。 

 

 

  

住宅建設戸数 

 

公営住宅の主な団地別管理戸数 

 

公営住宅管理戸数 
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■上水道配水管延長は増加傾向 

・上水道普及率は給水区域内で 99.9%。 

・配水管延長はやや増加傾向。平成 26 年度で 1,220 km。 

・上水道料金は、1 ヵ月 20m3当たり 2,624 円で、周辺町よりは低い水準。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

上水道の普及状況 

 

上水道料金の比較（平成 28 年現在） 

 

上水道普及率の比較（平成 25 年度） 
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資料：苫小牧市統計書

注） 専用水道を除く

上水道普及率は、現在給水人口÷給水区域内人口より算出。
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資料：北海道「北海道の水道（平成25年度）」
注）平成26年3月31日現在
上水道普及率は、給水人口÷行政区内総人口より算出
給水人口は、上水道給水人口＋簡易水道給水人口＋専用水道給水人口

2,624 
3,294 

4,480 

5,580 

4,500 
4,140 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

1ヵ月20m3当たりの上水道料金：円

資料：各市町のホームページに記載されている上水道料金をもとに算出

注）一般（家庭）用の1ヵ月20m3当たりの使用料金（税込）を示している

厚真町はメーター使用料の1/2を計上（残り1/2は下水道料金に計上）
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■下水道管渠延長は増加傾向 

・下水道処理人口普及率は 98.9%。 

・下水道管渠延長は増加傾向。 

・下水道料金は、1 ヵ月 20m3当たり 2,253 円で、周辺町よりは低い水準。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

下水道の状況 

 

下水道料金の比較（平成 28 年現在） 

 

下水道・汚水処理人口普及率の比較 
（平成 26 年度末） 
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資料：道庁建設部まちづくり局都市環境課HP

注）下水道処理人口普及率は、下水道処理区域人口を、行政人口で除

した値

汚水処理人口普及率は、下水道処理人口の他に農業（漁業）集落

排水による処理人口､合併処理浄化槽による処理人口を足した値

を、行政人口で除した値
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資料：各市町のホームページ等に記載されている下水道料金をもとに算出

注）一般（家庭）用の1ヵ月20m3当たりの使用料金（税）を示している

厚真町はメーター使用料の1/2を計上（残り1/2は上水道料金に計上）
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（２）環境衛生 

■ごみ排出量は減少傾向 

・ごみ排出量は、平成 25 年 7 月より家庭ごみの有料化を実施したことにより、平成 26 年度は

69,522 トンまで減少。 

・人口 1 人 1 日当たりごみ排出量も平成 26 年度は 1,094ｇまで減少。全道平均よりはやや多

い。 

 

 

 

■人口１人当たり一般ごみ処理費用は周辺町より低い 

・ごみ処理費用は、年によってばらつきがある。平成 25・26 年度は 20 億を超している。 

・人口 1 人当たりのごみ処理費用は 11,764 円（平成 26 年度）で、周辺町よりは低い水準。 

 

  

人口 1 人 1 日当たりごみ排出量比較 
（平成 26 年度） 

 

ごみ排出量 

 

人口 1 人当たり一般ごみ処理費用の比較 
（平成 26 年度）  
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資料：環境省「一般廃棄物処理事業実態調査」.
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■一般ごみリサイクル率は上昇 

・一般ごみのリサイクル率は、資源ごみ回収の増加などにより増加傾向が続く。 

・全道平均よりは高い水準にあり、平成 26 年度は 28.2%。 

 

 

 

■公害苦情処理件数では「騒音」が最も多い 

・市に寄せられた公害に関する苦情では、「騒音」が最も多く、次いで「大気汚染」、「悪臭」の

順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般ごみのリサイクル率比較 
（平成 26 年度） 
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資料：環境省「一般廃棄物処理事業実態調査」

注） リサイクル率＝（直接資源化量+中間処理後再生利用量+集団回収

量）÷（ごみ処理量+集団回収量）×100
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注） リサイクル率＝（直接資源化量+中間処理後再生利用量+集団回収

量）÷（ごみ処理量+集団回収量）×100
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（３）地域交通 

■乗用車保有台数は増加が続く 

・乗用車の保有台数は、世帯数の増加などにより 10 万 2 千台近くまで増加。 

・1 世帯当たり乗用車保有台数についても近年増加傾向にあり、平成 27 年は 1.18 台。 

 

 

■JR 苫小牧駅の乗車人員は増減を繰り返す 

・JR 苫小牧駅の 1 日当たり乗車人員は、増減を繰り返しているが、平成 26 年度は 3,553 人と

なり、平成 20 年度と比較して 170 人程度減少。 

 

1 世帯当たり乗用車保有台数の比較 
（平成 27 年 3 月 31 日現在） 

 

乗用車保有台数 

 

ＪR 苫小牧駅の 1 日当たりの乗車人員 
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資料：北海道運輸局「北海道自動車統計」、住民基本台帳
注）乗用車保有台数は、各年3月31日現在の普通・小型乗用車及び軽乗
用車の合計｡世帯数は各年3月31日現在（26・27年は1月1日現在。）
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資料：北海道運輸局「北海道自動車統計」、住民基本台帳.

注） 1世帯当たり乗用車保有台数＝乗用車保有台数÷世帯数

乗用車保有台数は、3月31日現在の普通・小型乗用車及び軽乗用車

の合計。世帯数は、1月1日現在。
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資料：苫小牧市統計書

注） 各年度末現在
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■バス利用数は増減を繰り返す 

・市内路線バスは、平成 24 年 4 月より市営バスから道南バス㈱へ路線委譲。 

・市内路線バスの 1 日当たりの乗車人員は、増減を繰り返しているが、平成 26 年度は 10,430

人となり、平成 19 年度と比較して 780 人減少。 

・年間の運行キロ数は、23・24 年度に減少したものの、25 年度に 357 万 2 千キロに回復。 

 

 

 

 

 

市内バス運行キロ数 

 

市内路線バスの 1 日当たりの乗車人員 
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資料：苫小牧市統計書
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５．市民活動 

（１）市民文化施設等 

■市民会館・文化交流センターの利用が多い 

・市民会館の利用者数が最も多く、次いで文化交流センター、文化会館の順。 

・文化会館の利用者数は、やや増加傾向。 
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資料：苫小牧市統計書
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平成25年7月27日、苫小牧市美術博物館として開館。
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■コミュニティセンター利用者数は、体育館利用者を中心に増加 

・豊川コミュニティセンターの利用が最も多い。 

・利用者数は、各センターとも体育館利用者を中心に増加傾向。 

 

 

 

■図書館貸出人数は横ばい 

・中央図書館の貸出人数が最も多く、次いで沼ノ端図書コーナー、のぞみ図書コーナーの順。 

・貸出人数は横ばい。 
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資料：苫小牧市統計書
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（２）運動施設 

■体育館の利用者数は増加傾向 

・体育館の利用者数は増加傾向。 

・総合体育館の利用者数が最も多い。 

 

 
 

■野球場利用者数は横ばい 

・野球場利用者数は横ばい。 

・野球場の中では、緑ヶ丘球場の利用者数が最も多い。 
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資料：苫小牧市統計書
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■緑ヶ丘公園体育施設では庭救助の利用者数が多い 

・庭球場の利用者数が最も多く、平成 26 年度は 3 万 2,792 人。 

・サッカー場、ラグビー場、ハイランドスポーツセンターの利用者数は、やや減少。 

・陸上競技場は、平成 25・26 年度で改修し、平成 27 年 5 月 3 日にリニューアルオープン。 
 

 

 

 

■スケート施設 

・ときわスケートセンターの個人利用が減少。 
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資料：苫小牧市統計書

注）平成25・26年度は改修中
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■日新温水プール。沼ノ端スポーツセンター・屋内ゲートボール場 

・沼ノ端スポーツセンターの利用者数は、やや増加傾向。 

・屋内ゲートボール場のゲートボール利用者数は減少傾向。 
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６．産業 

（１）産業全体 

■事業所は減少、就業者数はやや増加 

・就業先となる事業所数は減少。平成 24 年は 7,459 事業所。 

・就業者数はやや増加。平成 24 年は 80,205 人。 

 

 

産業別事業所数の推移（民営事業所） 

 

産業別就業者数の推移（国勢調査） 
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■市内の各産業で生み出される付加価値額の 1/4 を製造業が占める 

・産業別付加価値額構成比は、「製造業」が 24.2%で最も多く、次いで「卸売業・小売業」（18.4%）、

「運輸業・郵便業」（12.5%）、「医療・福祉」（10.6%）、「建設業」（9.7%）の順となってお

り、これら 5 分類で全体の 75%を占める。 

 

（２）農 業 

■農家戸数は減少 

・農家戸数は、後継者の不足、高齢農業者の引退などにより減少。第 2 種兼業農家が大きく減少

し、専業農家が微減にとどまったため、専業農家率（農家戸数に占める専業農家の割合）が上

昇。平成 27 年では 68.1%。 

・農家の後継者や新規参入者が少ないことを背景に、生産年齢（15～64 歳）の農業就業人口の

減少が続いていることから、農業就業人口の高齢化が進行。高齢化率（65 歳以上の農業就業人

口の割合）は、平成 27 年には 52.4%になっている。 

産業別付加価値額構成比（平成 24 年） 

 

農業就業人口と高齢化率 

 

 

苫小牧市の農家数 
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資料：「平成24年経済センサス-活動調査」
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（３）漁 業 

■漁家戸数はやや増加、漁業従事者数は横ばい 

・漁家戸数はやや増加。漁業従事者数は横ばい。 

・漁船は、隻数、トン数ともに横ばい。 

・漁業センサスにおける漁業就業人口は増加。若年層の新規就業から高齢化率も減少し、平成 25

年は 16.0%。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

漁船隻数・トン数 

 

漁家戸数・漁業従事者数 
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資料：苫小牧市統計書
注） 各年12月31日現在

年
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資料：農林水産省「漁業センサス」
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（４）建設業 

■建設業就業者数は減少 

・建設業就業者数は、減少傾向。 

・就業者に占める建設業就業者の割合も低下し、平成 22 年で 11.0%。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）工 業 

■製造業事業所数はやや減少 

・市内の製造業の事業所数は、やや減少。平成 26 年で 208。 

・事業所数が最も多いのは金属製品製造業で、平成 26 年で 33。次いで「窯業土石製品製造業」 

 （21）、「食料品製造業」（19）、「木材・木製品製造業（家具を除く）」（18）と続く。 

建設業就業者数 

 

 

製造業別事業所数 

 

14.8 13.3 
11.0 

10

20

建設業就業者割合：％

12,200 
10,495 

8,823 

0

5,000

10,000

15,000

2000年

（平12）

2005年

（平17）

2010年

（平22）

建設業就業者数：人

資料：総務省「国勢調査」

注） 建設業就業者割合＝（建設業就業者数÷就業者数）×100
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10 
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225 
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221 
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0

50
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250

平成20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年

その他の製造業

家具・装備品製造業

プラスチック製品製造業

はん用機械器具製造業

非鉄金属製造業

印刷・同関連業

飲料・たばこ・飼料製造業

生産用機械器具製造業

鉄鋼業

石油製品・石炭製品製造業

窯業・土石製品製造業

化学工業

金属製品製造業

木材・木製品製造業（家具を除く）

食料品製造業

パルプ・紙・紙加工品製造業

輸送用機械器具製造業

資料：経済産業省「工業統計表（市区町村編データ）」

注） 従業者4人以上の事業所を対象
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■製造品出荷額、従業者数ともに平成 21 年以降やや増加傾向 

・製造品出荷額、従業者数ともにリーマンショック等の影響により平成 21 年に減少したものの、

その後回復傾向にある。 

・業種別従業者数では、「輸送用機械器具製造業」が最も多く、全体の半数近くを占める。 

 

■業種別製造品出荷額と従業者 1 人当たり粗付加価値額 

・業種別製造品出荷額は、「石油製品・石炭製品製造業」が最も多く、全体の 6 割を占める。 

・業種別従業者 1 人当たり粗付加価値額は、「パルプ・紙・紙加工品製造業が最も多く 2,877 万

円。次いで「飲料・たばこ・飼料製造業」（2,062 万円）。 

製造品出荷額と業種別従業者数 

 

 

業種別従業者 1 人当たり粗付加価値額 
（平成 26 年） 

 

製造品出荷額の業種別構成比 
（平成 26 年） 

 

4,863 4,787 4,792 
5,319 5,236 5,172 5,441 

1,672 1,537 1,480 
1,597 1,752 1,661 

1,684 

879 
525 748 

583 562 527 
492 

517 
561 507 

284 399 380 
404 

613 
508 409 258 376 376 

392 
340 

325 365 353 
375 388 

381 
426 

384 320 397 
365 366 

366 
341 

323 320 326 
354 356 

343 
265 

255 313 293 
350 351 

342 
408 

386 376 364 
353 351 

317 

916 

818 906 942 
863 901 

952 

11,240 

10,409 10,536 10,716 
10,985 10,829 

11,114 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

平成20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年

その他の製造業

生産用機械器具製造業

鉄鋼業

石油製品・石炭製品製造業

窯業・土石製品製造業

化学工業

金属製品製造業

木材・木製品製造業（家具を除く）

食料品製造業

パルプ・紙・紙加工品製造業

輸送用機械器具製造業

資料：経済産業省「工業統計表（市区町村編データ）」

注） 従業者4人以上の事業所を対象

従業者数：人

11,697 

8,177 
9,544 10,214 11,311 12,440 13,913 製造品出荷額：百万円 

食料品製造業, 
0.5%

飲料・たばこ・飼料

製造業, 2.6%

木材・木製品製造業

（家具を除く）, 1.4%

パルプ・紙・紙

加工品製造業, 
10.4%

化学工業, 
1.5%

石油製品・石炭製品

製造業, 60.2%

鉄鋼業, 1.9%

非鉄金属製造業, 
1.0%

金属製品製造業, 
1.0%

生産用機械器具

製造業, 0.6%

輸送用機械器具

製造業, 17.2%

その他, 1.6%

資料：経済産業省「工業統計表（市区町村編データ）」

注） 従業者4人以上の事業所を対象
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935 
542 

2,877 

861 
1,227 

1,141 
1,346 

1,751 

1,080 
1,114 

1,177 
1,222 

1,372 

0

1,000

2,000

3,000
万円

資料：経済産業省「工業統計表（市区町村編データ）」 
 注） 従業者 4人以上の事業所を対象 
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（６）商 業 

■機械器具卸売業の従業者数を除いて事業所数、従業者数ともに減少 

・事業所数、従業者数ともに、機械器具卸売業の従業者数を除いて減少。 

・平成 26 年の年間商品販売額は、平成 19 年と比較し卸売業、小売業ともにやや減少。 

 

 

 

 

 

卸売業従業者数 

 

卸売業事業所数 

 

小売業従業者数 

 

小売業事業所数 

 

年間商品販売額 

 

5 1 5 2
9 11 6 8
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182

114 112

102

112

66 63

488

552

350 347
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材料等卸売業

飲食料品卸売業

繊維・衣服等卸売業

各種商品卸売業

資料：平成19・26年「商業統計」、21・24年「経済センサス」

件

39 8 24 14
29 34 33 27

800 760
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986 1,282
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1,025
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飲食料品卸売業

繊維・衣服等卸売業

各種商品卸売業

資料：平成19・26年「商業統計」、21・24年「経済センサス」

人
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飲食料品小売業

織物・衣服・身の回り
品小売業

各種商品小売業

資料：平成19・26年「商業統計」、21・24年「経済センサス」

件

984 989 689 508
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4,309 4,105

2,950 3,450

1,433 1,423

1,177 1,084

3,665 4,233

2,757
3,212
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11,373 11,745
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9,133
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資料：平成19・26年「商業統計」、21・24年「経済センサス」
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資料：平成19・26年「商業統計」、24年「経済センサス」

百万円
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（７）苫小牧港 

■苫小牧港貨物取扱量は、平成 21 年を底に増加傾向 

・苫小牧港の貨物取扱量は、リーマンショックの影響等により平成 21 年に減少したものの、そ

の後回復し増加傾向。 

・平成 26 年の港湾別取扱貨物量では、苫小牧港は全道の 51.5%を占める 

 

 

 

■苫小牧港入港船舶の隻数及び総トン数ともに、平成 21 年を底に増加傾向 

・苫小牧港入港船舶の隻数及び総トン数ともに、平成 21 年を底に増加傾向。 

・内航船と外航船では、内航船が船舶数で 93%、総トン数で 80%を占める。 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年港湾別取扱貨物量（上位 7 港） 

 

苫小牧港港湾貨物取扱量 

 

苫小牧港入港船舶総トン数 

 

苫小牧港入港船舶数 
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資料：苫小牧市統計書
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資料：北海道「北海道港湾統計年報」
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資料：苫小牧市統計書
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■フェリー利用状況（旅客数・自動車等台数）及び貨物取扱量は、平成 23 年を底に回復基調 

・フェリー利用状況（旅客数・自動車等台数）及び貨物取扱量は、東日本大震災の影響等により

平成 23 年に減少したものの、その後回復基調にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）観 光 

■観光入込客数は横ばい 

・観光入込客数は、平成 24 年度まで増加傾向にあったものの、その後は横ばい。 

・道内客が全体の 7 割以上、日帰り客が 9 割以上を占める。 
 

苫小牧港フェリー貨物取扱量 

 

苫小牧港フェリー利用状況 

 

おもな港湾のフェリー利用状況（平成 26 年） 

 

観光入込客数（日帰客・宿泊客別） 

 

観光入込客数（道外客・道内客別） 

 

885 868 852 830 795 893 883 865 
808 772 746 743 730 773 808 817 
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乗降旅客数 自動車等台数

乗降客数：千人

自動車等台数：千台

資料：苫小牧市統計書

注）乗降客数は、乗込・上陸の合計。自動車等台数は移出入の合計。
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資料：苫小牧市統計書

注）移出入の合計。
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資料：北海道「北海道港湾統計年報」
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資料：北海道「北海道観光入込客数調査報告書」
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資料：北海道「北海道観光入込客数調査報告書」




